
九州地区青果物販売動向【野菜・果実】
2026年7月

今週 次週

6/29週 7/6週

市況 市況動向 見通し

保合 保合

大分 580~320円/kg やや強い～保合 やや強い～保合

福岡 1300円～220円/kg やや強い～保合 やや強い～保合

大分

大分 110円～64円/袋150g やや強い～保合 やや強い～保合

宮崎

熊本

大分 75円～40円/束 強い やや強い～保合

宮崎

大分 650円～280円/pk やや強い～保合 やや強い～保合

愛知

作成日：令和８年７月２日（木)

品目 主産地

前週

コメント（状況及び次週動向）6/22週

全体

6月末の台風の影響で九州産地入荷は数量減が続いている。買い込み需要等はあまり聞かなく、降雨の影響で量販店

への客足もまばらであり販売自体は伸び切っていない。夏秋産地の出荷も夜温が低く、日照も少ない為、遅れ気味

での生育が進んでいる。その為、相場自体は上がり基調にはなってきているものの、後続産地の出方を伺っている

ため、そこまで相場は引き上がっていない。

白ねぎ

台風の影響により、掘れない農家が多く、入荷は減っている。相場は上げ調子であり、中心階級2L：

150-160円/束、L:140-160円/束となってきており、198円売→258円・298円売りへと進んできている状

況。晴れにより病気等広がれば、更に引き合いは強くなる模様。

こねぎ
（土耕・水耕）

6月中旬～梅雨らしい気候＋台風の影響により軟弱ぎみな生育が続いており、入荷は減。量販店自体は、

夏に向けての棚づくりが進んできており、店側からの発注と産地の状況に乖離が出てきている状況。そ

の為、相場は引き合いが強くなっているとみられる。次週ももう一段上げ相場か。

ピーマン

6月中旬頃には冬春産地は軒並み出荷終了。その後の販売自体は、持ち返しはあまりなく6月後半戦は販

売が鈍化したところで進んできた。中心産地大分の出方にもよるが、7/10頃から数量回復見込みとのこ

とで拡販体制に入ってくる見込みか。

福岡事務所管内活動報告（一部）

JA全農おおいた　福岡事務所

にら

主力産地である、宮崎県産の入荷激減により引き合いは強くなってきている。関西からの注文も増えて

きており、高知県産の入荷も減少していることも影響か。6月下旬～一気に相場は持ち上がったが、現在

は保合での推移。7月に入ったタイミングでの仕掛けは起きてくるものと思われる。台風後の晴れ間が生

育にどう影響してくるか、中止は必要。

大葉

大分県産は曇天・虫等の影響で出荷は減。需要期に入ってきたことで小葱同様、棚の提案が増えてきて

いる。今後は、引き合い的には更に強くなってくる見込み。


